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こくろうよなご
第１号

つくろう職場に労働運動を！ ひろげよう闘いを 職場に、地域に、全国に！

定
期
大
会
は
、
青
柳
副
委
員

長
の
司
会
で
は
じ
ま
り
、
大
会

の
成
立
を
宣
言
、
議
長
に
は
出

雲
地
区
分
会
の
岡
田
代
議
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

倉
下
執
行
委
員
長
の
挨
拶

（
別
掲
）
を
受
け
、
来
賓
の
皆

様
よ
り
激
励
の
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、
昼
食
を
挟
ん
で
吾

郷
書
記
長
の
方
針
提
案
の
後
、

質
疑
に
入
り
１
０
名
の
代
議
員

か
ら
り
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

吾
郷
書
記
長
の
集
約
後
（
別

掲
）
、
運
動
方
針
（
案
）
を
全

体
の
拍
手
で
採
択
、
細
田
財
政

部
長
よ
り
２
０
２
３
年
度
決
算
、

２
０
２
４
年
度
予
算
の
提
案
・

承
認
の
後
、
新
役
員
の
選
出
に

入
り
ま
し
た
。
大
会
宣
言
の
採

択
を
行
い
、
最
後
に
倉
下
執
行

委
員
長
の
音
頭
に
よ
る
「
団
結

頑
張
ろ
う
」
を
三
唱
し
、
閉
会

し
て
き
ま
し
た
。

●
木
村
代
議
員
（
浜
田
）

社
会
人
採
用
者
が
随
時
、
職

場
に
配
属
に
な
る
。
見
習
い
を

一
か
月
す
る
が
、
そ
の
う
ち
乗

務
員
に
な
る
の
で
、
駅
の
要
員

は
厳
し
く
年
休
も
取
れ
な
い
。

益
田
駅
で
は
、
券
売
機
対
応

で
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
。
窓
口

が
無
く
な
り
超
勤
が
増
え
て
い

る
。
日
勤
で
８
時
２
５
分
か
ら

１
７
時
４
５
分
、
通
勤
・
通
学

に
対
応
出
来
て
い
な
い
。
学
生

に
定
期
の
確
認
を
す
る
と
舌
打

ち
を
さ
れ
る
。
モ
ラ
ル
も
悪
く

な
っ
て
い
る
。

機
関
で
は
、
役
員
の
な
り
手

が
い
な
い
状
況
が
続
く
。
他
労

組
と
飲
み
会
を
し
た
。
組
合
の

大
切
さ
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
健
保
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
の
紐
づ
け
に
つ
い
て

情
報
が
有
れ
ば
教
え
て
も
ら
い

た
い
。
コ
ロ
ナ
も
流
行
し
て
い

る
。
マ
ス
ク
配
布
の
要
求
を
お

願
い
し
た
い
。

●
上
山
代
議
員
（
鳥
取
）

Ｊ
Ｒ
電
話
が
廃
止
さ
れ
た
。

介
助
な
ど
で
の
連
絡
が
な
か

な
か
着
か
な
い
こ
と
も
あ
り
、

Ｊ
Ｒ
電
話
を
復
活
さ
せ
て
ほ
し

い
い
。
鳥
取
駅
か
ら
浜
坂
・
倉

吉
に
向
け
、
１
時
間
に
１
本
は

普
通
列
車
の
運
転
が
必
要
だ
。

●
大
石
代
議
員
（
浜
田
）

東
日
本
会
社
で
は
、
み
ど
り

の
窓
口
閉
鎖
を
凍
結
し
て
い
る
。

西
日
本
会
社
も
考
え
直
す
べ

き
だ
。
１
８
７
系
車
両
の
冷
房

故
障
に
よ
る
払
い
戻
し
が
結
構

あ
り
、
対
策
が
必
要
だ
。

益
田
駅
で
の
乗
り
換
え
時
分

３
分
で
は
、
高
齢
者
や
大
き
な

荷
物
を
抱
え
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
人
に
と
っ
て
は
、
結
構
き
つ

い
。
余
裕
あ
る
接
続
時
間
を
設

定
し
て
ほ
し
い
。
入
社
し
て
４

９
年
、
在
職
５
０
年
目
指
し
て

頑
張
る
。

●
松
村
代
議
員
（
浜
田
）

メ
ン
テ
ッ
ク
に
出
向
し
、
今

年
で
４
年
、
１
２
０
系
の
給
油
・

清
掃
を
し
て
い
る
。
中
間
駅
の

清
掃
が
、
６
月
に
Ｊ
Ｒ
の
直
営

と
な
っ
た
。
メ
ン
テ
ッ
ク
も
人

手
不
足
が
続
い
て
い
る
。
ほ
と

ん
ど
が
６
０
歳
代
で
係
長
も
担

第
７
７
回
定
期
地
方
大
会
開
催

去
る
８
月
２
４
日
、
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
に
て
「
第
７
７
回
定

期
地
方
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

国
労
の
課
題
と
方
向
性
、
組
織
拡
大
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確

立
、
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
反
対
、
２
５
春
闘
勝
利
、
選
挙
闘
争
勝
利

な
ど
、
当
面
す
る
運
動
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
し
て
き
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
鳥
取
県
連
合

湯
原

俊
二

様

立
憲
民
主
党
島
根
県
連
合

亀
井
亜
紀
子

様

労
福
協
鳥
取
県
協
議
会

重
村

和
光

様

中
国
労
働
金
庫

西
山

恵
子

様

こ
く
み
ん
共
済C

O
O
P

久
保

敦

様

国
労
議
員
団植

田

好
雄

様

国
労
西
日
本
本
部

大
北

真
也

様

２
０
１
８
年
に
本
部
が
提
起

を
し
た
５
年
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
全

国
で
拡
大
は
あ
っ
て
も
、
退
職

を
補
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
問
題
の
先
送

り
が
許
さ
れ
る
状
況
で
は
な
く
、

今
後
の
組
織
の
在
り
方
に
つ
い

て
知
恵
を
出
し
合
い
考
え
て
い

き
た
い
。

今
年
は
、
福
知
山
線
事
故
か

ら
１
９
年
、
伯
備
線
触
車
事
故

か
ら
１
８
年
と
な
る
。
グ
ル
ー

プ
会
社
社
員
の
労
災
死
亡
事
故

な
ど
、
安
全
も
道
半
ば
で
あ
る
。
、

安
全
の
基
盤
は
、
安
心
し
て

働
き
つ
づ
ら
れ
る
職
場
環
境
に

あ
る
。
若
年
層
を
中
心
に
離
職

が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
職
場

で
多
く
な
っ
た
女
性
の
労
働
環

境
の
改
善
も
急
務
の
課
題
だ
。

団
体
交
渉
と
職
場
の
闘
い
を
車

の
両
輪
と
し
て
取
り
取
組
む
。

２
４
春
闘
は
、
若
手
社
員
の

離
職
防
止
が
色
濃
く
出
た
回
答

と
な
っ
た
が
、
果
た
し
て
若
手

社
員
が
働
き
や
す
い
環
境
と
な

る
の
か
疑
問
を
感
じ
る
。
２
４

春
闘
結
果
は
、
物
価
高
に
は
追

い
付
か
ず
、
継
続
し
た
賃
上
げ

を
求
め
２
５
春
闘
を
闘
う
。

原
材
料
費
が
高
騰
す
る
中
で

も
、
運
賃
値
上
げ
も
容
易
で
は

な
く
、
更
な
る
効
率
化
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
。
関
連
会
社
も
含

め
て
必
要
な
人
材
の
獲
得
や
安

全
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
必
要

な
価
格
転
嫁
の
仕
組
み
づ
く
り

も
今
後
の
課
題
だ
。

昨
年
４
月
の
「
改
正
地
域
公

共
交
通
活
性
化
再
生
法
」
の
成

立
後
、
芸
備
線
の
一
部
区
間
を

対
象
に
「
再
構
築
協
議
会
」
が

設
置
を
さ
れ
、
木
次
線
で
も
公

共
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て
の

協
議
入
り
の
意
向
が
示
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
、
各
自
治
体
と

の
意
見
交
換
や
地
域
に
お
け
る

宣
伝
活
動
を
強
化
す
る
中
で
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
ロ
ー
カ

ル
線
を
は
じ
め
と
し
た
公
共
交

通
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
関

心
を
も
っ
て
も
ら
う
と
い
こ
と

が
大
切
だ
。

９
月
の
自
民
党
総
裁
選
後
の

解
散
総
選
挙
も
あ
り
得
る
。
国

民
本
位
の
政
治
の
実
現
目
指
し

て
、
国
政
・
地
方
と
推
薦
候
補

の
当
選
に
向
け
全
力
で
奮
闘
し

て
行
く
事
と
す
る
。

執
行
委
員
長
挨
拶
（
要
旨
）

ご
来
賓
の
皆
さ
ま

質

疑
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務
に
入
る
。

猛
暑
で
勤
務
が
３
～
４
日
続

く
と
体
力
的
に
き
つ
い
。
一
日

の
休
み
で
は
疲
れ
が
取
れ
な
い

が
、
年
休
も
出
に
く
い
。
空
調

服
が
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
バ
ッ

テ
リ
ー
は
重
た
く
、
音
も
す
る

た
め
つ
け
る
人
は
い
な
い
。
中

間
駅
の
ホ
ー
ム
の
待
合
や
ト
イ

レ
が
撤
去
さ
れ
て
い
る
。
サ
ー

ビ
ス
低
下
に
な
っ
て
い
る
。

●
吉
田
代
議
員
（
米
子
）

車
掌
区
の
将
来
展
望
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
１
８
７
系

の
ワ
ン
マ
ン
化
の
話
や
岡
山
車

掌
区
へ
の
集
約
の
噂
な
ど
流
れ

て
い
る
。

１
８
７
系
の
冷
房
の
効
き
が

弱
く
、
熱
中
症
の
恐
れ
が
あ
る
。

対
策
と
し
て
カ
ー
テ
ン
を
引

い
て
い
る
が
、
車
窓
か
ら
外
が

見
え
な
い
列
車
と
い
う
の
は
ど

う
か
。

育
児
休
暇
な
ど
も
続
き
、
い

つ
も
要
員
が
足
り
な
い
状
態
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
マ
ス

ク
の
支
給
を
お
願
い
し
た
い
。

●
千
葉
代
議
員
（
米
子
）

根
雨
駅
に
遠
隔
Ｍ
Ｖ
が
入
る

と
い
う
事
で
配
線
な
ど
視
察
に

来
た
。
み
ど
り
の
窓
口
を
残
し

て
も
ら
い
た
い
。

盆
輸
送
期
間
だ
け
旧
型
や
く

も
車
両
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

多
客
期
に
も
対
応
出
来
る
様
に

新
型
や
く
も
車
両
を
増
や
し
て

も
ら
い
た
い
。

倒
木
、
落
石
、
動
物
と
の
接

触
等
で
度
々
列
車
が
遅
れ
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
。
し
っ
か
り

と
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

●
石
田
代
議
員
（
米
子
）

こ
の
半
年
で
社
会
人
採
用
者

が
１
０
人
配
属
と
な
っ
た
。
配

属
後
す
ぐ
、
マ
ル
ス
を
扱
い
、

本
務
に
入
っ
て
間
も
な
い
人
が

教
え
て
い
る
が
大
丈
夫
か
と
思

う
。
技
術
継
承
を
き
ち
ん
と
考

え
て
い
る
と
思
え
な
い
。

●
大
下
代
議
員
（
出
雲
）

み
ど
り
の
券
売
機
に
長
い
時

間
並
ぶ
と
熱
中
症
の
恐
れ
が
あ

る
。
何
か
対
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。
お
客
さ
ん
か
ら
は
、
み

ど
り
の
窓
口
の
復
活
を
言
わ
れ

る
。
毎
年
退
職
者
が
出
て
い
る
。

要
員
が
足
り
ず
、
休
み
も
出
な

い
。
自
分
の
仕
事
で
精
一
杯
と

い
う
状
況
が
作
ら
れ
て
い
る
。

や
く
も
の
切
符
購
入
が
発
車

に
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
車
内
で

は
、
立
ち
っ
ぱ
な
し
と
な
り
か

ね
な
い
。

●
藤
原
代
議
員
（
出
雲
）

シ
ニ
ア
の
ハ
ー
フ
勤
務
と
な
っ

た
。
ハ
ー
フ
は
人
工
的
に
は
ど

の
よ
う
な
計
算
と
な
る
の
か
。

遠
隔
Ｍ
Ｖ
の
係
員
に
よ
る
前

面
操
作
を
し
て
も
、
指
定
席
が

購
入
で
き
る
の
は
発
車
時
刻
の

５
分
前
ま
で
。
も
う
少
し
発
車

直
前
ま
で
購
入
出
来
る
よ
う
に

し
て
は
ど
う
か
。

●
渡
邉
代
議
員
（
米
子
）

信
号
も
若
手
が
３
名
い
る
が
、

シ
ニ
ア
・
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
社

員
が
お
お
く
、
こ
れ
か
ら
の
技

術
継
承
が
課
題
だ
。

み
ど
り
の
券
売
機
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
対
応
時
間
の
変
更
に
つ

い
て
、
呼
び
出
し
回
数
な
ど
デ
ー

タ
ー
を
見
な
が
ら
交
渉
し
て
来

た
。
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
明
ら

か
で
あ
り
、
苦
情
な
ど
あ
れ
ば

本
部
に
挙
げ
て
も
ら
い
た
い
。

切
符
購
入
者
の
熱
中
症
対
策

と
し
て
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

の
設
置
や
窓
口
の
復
活
な
ど
対

応
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

乗
務
員
の
総
合
運
転
所
化
な

が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
９
月
に

交
渉
し
て
い
き
た
い
。
根
雨
駅

の
Ｍ
Ｖ
設
置
の
話
に
つ
い
て
は
、

状
況
把
握
を
行
う
。

人
口
減
少
に
よ
る
労
働
力
不

足
の
中
、
会
社
は
採
用
に
努
力

を
し
て
い
る
と
言
う
が
、
し
わ

寄
せ
を
受
け
る
の
は
現
場
で
あ

り
、
要
員
確
保
な
ど
含
め
て
改

善
の
取
組
み
を
強
化
し
て
い
き

た
い
。

１
０
名
の
代
議
員
か
ら
発
言

を
頂
い
た
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー

プ
で
は
、
「
鉄
道
安
全
考
動
計

画
２
０
２
７
」
の
目
標
と
し
て

「
お
客
様
が
死
傷
す
る
列
車
事

故
を
発
生
さ
せ
な
い
」
「
死
亡

に
至
る
鉄
道
労
災
を
発
生
さ
せ

な
い
」
を
掲
げ
１
年
が
経
過
し

た
。
し
か
し
、
昨
年
の
初
年
度

に
お
い
て
関
連
会
社
に
於
い
て

「
感
電
死
亡
労
災
」
「
触
車
死

亡
労
災
」
が
発
生
し
て
い
る
。

日
々
の
仕
事
を
こ
な
す
の
に

精
一
杯
の
職
場
環
境
と
な
り
仕

事
に
余
裕
が
持
て
な
い
状
況
と

な
っ
て
な
い
か
。
自
分
の
職
場

状
況
を
振
り
返
り
、
一
緒
に
働

く
仲
間
の
声
を
聴
く
中
で
、
改

善
に
つ
な
げ
て
行
く
取
り
組
み

が
重
要
だ
。

労
働
協
約
改
訂
交
渉
に
向
け
、

米
子
地
本
か
ら
は
２
８
項
目
を
、

西
日
本
全
体
で
は
、
１
２
５
項

目
に
及
ぶ
要
求
を
提
出
し
て
来

た
。
既
に
１
回
目
の
交
渉
を
終

え
、
９
月
５
日
に
２
回
目
も
交

渉
と
な
る
が
、
要
求
の
前
進
目

指
し
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
。

２
４
春
闘
で
の
賃
上
げ
の
流

れ
を
継
続
し
、
２
５
春
闘
に
お

け
る
賃
金
の
「
底
上
げ
・
底
支

え
」
「
格
差
是
正
」
を
進
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｊ
Ｒ
内
外
の
仲
間
と
共
に
闘

う
２
５
春
闘
の
構
築
に
向
け
奮

闘
し
て
い
く
。
賃
金
ア
ン
ケ
ー

ト
・
討
論
集
会
な
ど
精
一
杯
の

取
組
み
を
要
請
し
た
い
。

三
江
線
廃
止
以
降
の
「
鉄
道

事
業
法
の
改
正
」
を
も
と
め
る

取
り
組
み
、
自
治
体
と
の
意
見

交
換
な
ど
、
ロ
ー
カ
ル
線
の
維

持
・
存
続
を
求
め
て
、
創
意
工

夫
し
た
行
動
を
展
開
す
る
。

組
織
拡
大
を
全
力
で
取
組
ん

で
き
た
が
、
２
０
１
３
年
以
降
、

米
子
地
本
で
は
実
績
と
し
て
挙

が
っ
て
い
な
い
。
組
織
の
在
り

方
の
議
論
は
待
っ
た
な
し
だ
。

西
日
本
本
部
で
は
「
組
織
検

討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
地

方
本
部
の
在
り
方
の
議
論
も
行

わ
れ
て
お
り
、
各
機
関
と
相
談

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

平
和
と
民
主
主
義
擁
護
に
向

け
、
当
面
す
る
選
挙
闘
争
に
も

全
力
で
取
組
む
。
次
期
衆
議
院

選
挙
、
来
年
の
参
議
院
選
挙
で

は
、
立
憲
民
主
党
を
支
持
す
る

と
同
時
に
、
野
党
共
闘
の
前
進

に
向
け
奮
闘
し
て
行
く
結
を
述

べ
集
約
と
す
る
。

書
記
長
集
約
（
要
旨
）

社
会
民
主
党
鳥
取
県
連
合

中
島
ち
か
ら

様

日
本
共
産
党
鳥
取
県
委
員
会

岩
永

尚
之

様

日
本
共
産
党
島
根
県
委
員
会

上
代

善
雄

様

鳥
取
県
議
会
議
員

坂
野
経
三
郎

様

浜
田

妙
子

様

村
上
泰
二
朗

様

島
根
県
議
会
議
員

角

智
子

様

岸

道
三

様

須
山

隆

様

浜
田
市
議
会
議
員

小
川

稔
宏

様

益
田
市
議
会
議
員

福
原

宗
男

様

南
部
町
議
会
議
員

長
束

博
信

様

伯
耆
町
議
会
議
員

大
森

英
一

様

フ
ォ
ー
ラ
ム
し
ま
ね

内
田

智
己

様

私
鉄
中
国
一
畑
電
鉄
支
部

乃
木

映
行

様

私
鉄
中
国
石
見
交
通
支
部

吉
本

徳
生

様

私
鉄
中
国
日
の
丸
自
動
車

下
村

浩
司

様

私
鉄
バ
ス
・
ハ
イ
タ
ク

吉
本

徳
生

様

国
労
北
陸
地
方
本
部

藤
野

能
章

様

国
労
近
畿
地
方
本
部

山
本

泰
光

様

国
労
岡
山
地
方
本
部

小
林

靖
浩

様

国
労
広
島
地
方
本
部

佐
々
木

隆
一

様

鉄
道
退
職
者
の
会

国
尾

順
一

様

執
行
委
員
長

倉
下
文
明

執
行
副
委
員
長

青
柳
利
寿

書
記
長

吾
郷
隆
志

執
行
委
員

細
田

浩

会
計
監
査
員

中
原
昭
彦

会
計
監
査
員

藤
原
輝
明

新
役
員
の
皆
さ
ん

業
務
部
長
答
弁

西
日
本
本
部
答
弁

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ご
紹
介


